
WEB解説8.3 Ｆ 検定
（構造変化の検定）
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データファイルを開く
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前半期の定数項を作成する

変数名をC*とし，前半にあたる1980年
から1990年に，『１』を入力する。
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1991年から2007年に，
『0』を入力する。

4
山本 拓・竹内明香 入門 計量経済学 第 版 新世社， 年 月 日『 2 』 2024 2 10 ©



前半期の所得を作成する

①変数名を入力する。

③表示を確認。

②所得の値を入力。
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①1980年から
1990年までは，
所得の値を入力。

②1991年以降は
ゼロを入力。
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後半期の定数項を作成
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後半期の所得を作成
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以下のデータでＨ１モデルを推定

Ｙ にあたる変数 Ｘ にあたる変数
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定数項にあたるダミー変数を
作成したので，ここにチェック
が必要。
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H1モデルの推定結果

11
山本 拓・竹内明香 入門 計量経済学 第 版 新世社， 年 月 日『 2 』 2024 2 10 ©



推定結果から，残差2乗和
を取り出す。
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Ｈ０モデルの推定

Ｙ にあたる変数 Ｘ にあたる変数

推定結果は，Ｈ１モデルの推定
結果の下に表示すること。

13
山本 拓・竹内明香 入門 計量経済学 第 版 新世社， 年 月 日『 2 』 2024 2 10 ©



H0モデルの推定結果
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推定結果から，残差2乗和
を取り出す。
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①検定に必要な
値を入力。

②Ｆ 値の分子を
 計算。

③Ｆ 値の分母を
 計算。

Ｆ 値の計算
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①Ｆ 値を計算。

②F 分布の棄却域の
臨界値を求める。

③２つの値を比較して検定結果を入力する。
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実用的方法：
H0モデルの推定（前と同じ）

この推定結果を
そのまま使用する。
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H1モデルの推定

前半使用
データ

後半使用
データ

こちらは使用しない。
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前半のデータでOLS

先ほどのＦ 値計算した
下に結果を表示する。
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推定結果から，残差2乗和
を取り出す。
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後半のデータでOLS
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推定結果から，残差２乗和
を取り出す。
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全体像

前半期だけのOLSの結果

後半期だけのOLSの結果
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Ｈ１モデルのSSEの計算

②前半と後半の推定結果
から，２つの残差２乗和を
足してSSE_1を計算。

③前の計算方法のSSE_1と等しくなることを確認。
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①わかっている情報をまとめる。
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